
わくわく・ドキドキの公設「山都塾」が７月からスタートしました。「山都の生き物、探・検・隊!」

「古（いにしえ）の山都に、タイムスリップ!～歴史編～」

第1回「山都塾」特別講座

第2回「山都塾」

　子ども達が、ふるさとの歴史や文化、自然、産業、伝統や技を知って、もっと山都町を好きになってほしい。そ
して、子ども達が夢を持ち、未来を創造する力を身につけてほしい。
　このことを目的に、「山都塾」が始まりました。内容は「ふるさと学」と「未来学」があり、「未来学」には英語を
使ったコミュニケーション能力育成講座も予定してあります。
　7月16日に千寿苑において「開塾式」があり、小学・中学・高校生32名の塾生に塾長の工藤町長より塾生証が
渡され、「将来を担うみなさんに、山都町の歴史や文化、自然など、町の魅力をしっかりと知っていただき、夢を
抱き、志を持って未来を切り拓いてほしい。」と励ましの挨拶がありました。

　開塾式（７月16日）の午後は、第１回「ふるさと学」
特別講座が自然をテーマに行なわれました。
　場所は、白糸第一自治振興会で地域の自然を守るた
めに作られたビオトープ。休耕田を利用して、棚田に
住む生き物が生活できるようにつくられた湿地です。
　４月の「熊本地震」や６月の豪雨で周辺の棚田にも被害が
ありましたが、はたして生き物が住める環境にあるのか心
配されました。
　塾生はさらに増え、39名参加しました。網を手に持って、
みんなで生き物を探しました。大きなドジョウを見つけた
子どもは満面の笑顔を見せてくれました。見つけた生き物
は、ドジョウ、タカハヤ、ドンコなどの魚や、ツチガエル、ア
マガエル、準絶滅危惧種のアカハライモリなどがいました。
昆虫では、絶滅危惧種のシマゲンゴロウや準絶滅危惧種の
コオイムシ。その他タイコウチやマツモムシやトンボのヤ
ゴなど、水槽がいっぱいになるほどたくさんの生き物が見
つかりました。
　塾生の子ども達は、山都町の自然の豊かさを、体験を通し
て知ることができました。絶滅危惧の生き物などが多く住
んでいることに関心を持った塾生もいました。

　８月７日、第２回目の山都塾では、地域の歴史について再発見をしました！
教育委員会の学芸員である西慶喜さんと大津山恭子さんを講師に、「わくわく♪歴史クイズ」がありました。
　塾生15名が参加し、教科書には載っていないような山都町ならではの話を含め、とっても分かりやすく興
味深い話に、会場のみんなで聞き入りました。
　クイズの後は、町内で出土した縄文時代や弥生時代の土器や
石器、矢じりなどに実際に触れたり、通潤橋の建設について書
かれている古文書などを見学しました。当時の弓矢の体験も大
人気で、太古の人々の暮らしを垣間見ることができました。

　11時頃からバスに乗って移動して、現在発掘中の
東
ひがしじょうのひらいせき

城ノ平遺跡（矢部中学校付近）に向かい、旧石器時代
の遺跡の発掘体験をしました。熊本県教育庁の担当者
の方々にお世話になり、地層についての話などを聞い
て、いざ発掘にチャレンジ！みんなで一生懸命にわく
わくしながら石器などを探しました。
　次回9月開催の山都塾は、「英語でわくわく、コミュ
ニケーション！」がテーマです。どうぞお楽しみに！！

　続いて、山都町（清和）出身の門岡良昌氏による「未
来学」記念講演（「スーパーコンピュータが拓く未来」）
がありました。門岡さんは、かつて世界一になったスー
パーコンピュータ「京」のソフトウエア開発の責任者と
して活躍され、現在も世界を舞台に開発の仕事をされ
ておられる方です。
　門岡さんは、故郷の旧清和で過ごした少年時代の思
い出を懐かしく回想され、どのような夢を持っていた
のかについて話されました。
　夢を実現させるために努力を積み重ねられ「人の役
にたつ仕事がしたい。世界レベルで仕事がしたい。」と
いう若い頃の思いを熱く語られました。
　講演が終わり高校生の岩村善利さんがお礼の言葉を
述べ、小学生の平野新造さんが花束を贈呈しました。

平成28年度「山都塾」の講座スケジュール
第3回　  9月25日（日）……「英語でわくわく、コミュニケーション！」　場所：馬見原公民館
第4回　10月  9日（日）……「農村芸能・清和文楽という宝物」
第5回　11月15日（火）……「オンリーワンの、夢を描こう！」
第6回　12月  4日（日）……「百年の木を育てる～林業の名人に学ぶ～」
第7回　  1月  8日（日）……「ふるさとの豊かな食を受け継ぐ」
第8回　  2月  5日（日）……「夢の実現～オンリーワンの物語～」
※上記の日程と内容は、現在の予定のため、変更する場合があります。予めご了承ください。
　各回の開催前にチラシまたはホームページでお知らせします。

申込・問い合わせ先　学校教育課　ＴＥＬ（７２－０４４３）、ＦＡＸ（７２－１０８１）

～今後の予定を、ちょっと先取り!～

塾長を前に緊張の面持ちの塾生たち

富士通エグゼクティブリサーチャー門岡氏による講演

県担当者の話を熱心に聞く塾生たち

ビオトープにおいて、塾生一同
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